




当社のビジネスの特徴

● 常に視野を広げ世の中の潮流の先を読む

● すべて顧客目線で捉え、医療現場とタッグを組んだ
　柔軟な組織で変化に機敏に対応する

● 焦点を絞った製品創りに没頭集中することに
  よって特許に裏付けられた独創的な製品を
  提供し続ける

● 麻酔領域の深耕
● 外科・救命救急領域
   への進出　他

対象領域の拡大
Business Expansion

事業の方向性1

● アジア・欧米での布石
● 海外委託生産の活用
● 企画研究・マーケティングの充実
● 販売ネットワークの拡充

海外展開の推進
Global Expansion

事業の方向性2

世界に輝く
高度先進医療機器
メーカーを目指して

Global Innovative
Manufacturer

基本方針

●社是

我々は現在の医療を見つめ
明日の医療の創造を通して社会に貢献します。

1.私たちは医療現場と協力し常に新しい医療機器の開発と需要の創造に努めます。 
2.私たちは一人ひとりが不可能を可能にできるよう挑戦的に仕事にあたります。 
3.私たちは社会人としてまた企業人として全人格的な成長を通して
　企業の発展のため励みます。 

●基本方針

社是
Company Motto

Basic Policy

Open the Medical Frontier

Original Products
独創的製品

Needs
現場ニーズ

DAIKEN MEDICAL

大研医器
Medical Institutions

医療機関
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Corporate Vision／企業ビジョン History and Future／沿革とこれから

Upward Spiral of Value Creation
製販一貫がもたらす、医療現場との
“価値創造スパイラル”

挑戦を続けて、四十余年。
さらなる飛躍へ。

1968年11月5日、当社は、医療機器の卸売販売会社として創業いた

しました。

人真似をしない製品開発に努めた結果、1990年に真空吸引器「フィッ

トフィックス」の発売にいたり、以後、手術室を中心として病院感染防止

関連製品を取り扱う当社のイメージが定着しました。

また、1997年に携帯型ディスポーザブル注入ポンプ「シリンジェク

ター」の発売を開始したことにより、治療器の分野へ参入しました。

そして、2004年に一般病棟向け真空吸引器「キューインポット」を発売

開始し、ガラス製吸引器からの置き換えをさらに進めました。

近年では、2007年にビデオ喉頭鏡「ビデオラリンゴスコープポータブ

ルVLP-100」を発売し、救命救急分野進出への足がかりとしたことを皮

切りに、さらに事業分野を拡げるべく、外科・救命救急領域等の新製品

開発を進めています。

また、海外委託生産によりコスト競争力を確保しながら、アジアや欧

米を中心に海外販路の拡大を進めています。

2009年3月に東証二部、そして2010年10月に東証一部上場を相次

いで達成しました。

これをきっかけに、さらなる設備投資や優秀人材の獲得などを積極的

に行ってまいります。

“世界に輝く高度先進医療機器メーカー ”を目指して、我々の挑戦は

続きます。

東証一部上場

「ビデオラリンゴ
スコープポータブル
VLP-100」発売

東証二部上場

「シリンジェクター」
発売

「フィットフィックス」
発売

創業

「キューインポット」
発売



Lineup／製品ラインナップ

大研医器のビジネス・フィールドは、日々進化する先端医

療の現場です。ここでは、ただ高機能な医療機器を生み出

せる、ということだけでは生き残ることができません。必要

なのは医療の現場に革新をもたらす独創性。当社は、高度

な医療現場から寄せられる“声”を最重視し、特許に裏打ち

された高度な製品を開発し、医療の“質”の向上に貢献して

います。

革新をもらたす、
独創的な製品群。

次々と広がる製品ジャンル

ビデオラリンゴ
スコープポータブル

クーデック

Suction

フィットフィックス
手術中に排出された血液や体液
を吸収し貯溜するディスポーザブル
吸引器で、吸引終了後に容器内に
溜まった排液をフタを開けることな
く凝固し、排液による感染を防止し
ます。

一般病棟での使用を考え吸引器
本体は小型化設計されています。凝
固剤内蔵の密閉構造で、排液を安
全・清潔に焼却処分できます。ま
た、使い勝手と安全を追求し、吸引
チューブの接続口を1箇所にして、
誤接続を未然に防止します。

柔軟でキンクしにくいチューブ設
計です。用途に応じて選べるコネク
ター付きは多様な形状にフィット
し、着脱もしやすくなっています。ま
た、バブル（膨らみ）タイプはカット
位置で自由な内径が得られます。

キューインポットクーデック コネクティングチューブクーデック

シリンジェクターPCAセットクーデック

大気圧を利用することで理想的
な流量精度を実現したシリンジ型
のディスポーザブル注入器です。見
やすい目盛りで、正確な注入状況
と薬液残量が確認できます。また、
PCA（Pa t i e n t  Con t r o l l e d   
Analgesia）装置により、現場の
ニーズに合わせて鎮痛剤の追加投
与が可能です。

シリンジポンプクーデック

医薬品を充填したシリンジ（注
射器）の押し子を制御することに
よって精密かつ持続的に医薬品を
投与します。特に新生児や重体患
者向けの治療で、少量・高濃度の
医薬品を長時間に渡って投与する
場合に適しています。

輸液ポンプクーデック

医薬品を充填した輸液バッグや
バイアル（医薬品容器）に輸液セッ
トを接続し、その輸液セットの
チューブをしごくことによって医薬
品を投与します。高輝度LEDによ
る「ナビゲーションランプ」と 聞き
取りやすい「ボイスナビゲーション」
機能が設定入力ミスを大幅に防止
します。

医療配管設備を吸引源とし、血液や体液等の廃液を吸引する非電動式の

吸引器です。従来はガラス製の吸引容器が使用されておりましたが、近年は

院内感染防止等の目的により、当社製品をはじめとしたディスポーザブル容

器に置き換わっています。また、手術室にとどまらず、集中治療室、一般病

棟、内視鏡室等、様々な場所で使用されつつあります。

Pump
手術後の痛みやがんの痛みを軽減するため、麻酔等の薬液を常に一定の流量で注入します。大気圧やメカトロ

ニクス等の技術を利用することで、理想的な流量精度を実現しました。

特に携帯型のポンプは、電気を使用せず軽量なため、患者のＱＯＬ（Quality Of Life）に大きく貢献します。早

期離床、入院期間の短縮が期待でき、外来や在宅での使用等、治療の幅も広げます。

Others

ステリキープⅡクーデック

手術室、集中治療室、病棟等に
おいて医療従事者の衛生的な手洗
いに使用する、殺菌水製造装置で
す。貯水槽や複雑な配管をなくし、
蛇口直前でろ過することにより、細
菌汚染やバイオフィルムの心配のな
い無菌水を供給します。また、電気
分解を応用して蛇口内で次亜塩素
酸ナトリウムを生成することにより、
蛇口からの逆汚染を防止します。

分離肺換気を目的とし、気道確
保のために挿管された各種チューブ
と組み合わせて使用します。独自の
オートインフレータは、片手操作で
カフの膨張が行えます。気管支ファ
イバースコープとの同時操作が可
能です。ジョイントコネクタは、換気
を行いながら気管支ブロッカー
チューブおよび気管支ファイバース
コープを操作できます。

気道確保のために施行される咽
頭展開による気管挿管を行う際に
用いられる咽頭鏡で、先端部にＣＣ
Ｄカメラを設置し、気道の入口をハ
ンドル手元のＬＣＤモニタに表示し
ます。手術時の挿管や臨床研修、
救急現場での使用に適しています。

気管支ブロッカーチューブクーデック

救急医療や手術室等で使用する様々な製品を、多数作り出しています。
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Research and Development／研究開発

リスト集団が
捉える。

当社の最大の特徴は、他にはない医療機器を世に送り出す企画開発力。それを支えているのが、強力なスペ

シャリスト集団の存在と、“徹底した現場主義”という信念です。技術者たちが自ら医療現場に足を運び、医療

関係者の“生の声”を聞き、産学連携の名のもと、ともに新機軸の製品を開発するのが当社のセオリー。最先

端の医療機器は、こうした取り組みから生まれています。

たとえば麻酔関連分野の加圧式医薬品注入器はその流量の精度を確認するための精密流量検査装置や特

殊生産機まで独自に開発して製品化しています。また、感染対策品である真空吸引器は、血液を凝固させる技

術や凝固剤を均一に分散させる機能、空気のみを通し液体を通さない特殊フロート弁など、数多くの特許技術

の上に完成されたものになっています。

それぞれの開発に要した年月の中で、数知れないトライ＆エラーが繰り返されたことはいうまでもありませ

ん。血液凝固技術、プラスチック精密成型技術、電子回路技術などは、すでに私たち大研医器の多くの基礎技

術のひとつとして蓄積され、新たな技術開発の基盤になっています。

吸引器や医薬品注入ポンプ等、既存分野での技術革新を着 と々進める一方で、社会的意義の大きい救命救

急領域、高度成長が見込まれる外科領域等、新たな事業領域にも挑戦していきます。

その中でも最大のキーワードは、「低侵襲治療」。低侵襲治療とは、手術・検査などに伴う痛み・発熱・出血

などをできるだけ少なくする治療のことで、内視鏡治療やカテーテル治療が代表的です。体への負担が少ない

ことで患者様の早期社会復帰が可能となることや、入院日数も短縮されるので医療機関にもメリットがあるこ

と等から、現在注目されている治療分野となっています。

2011年4月から、関東圏に新しい研究開発拠点を立ち上げました。医療機関や各大学と協力体制を築きな

がら、早期製品化に向けて、この低侵襲治療に特化したマーケティング・研究開発を進めています。

商品開発研究所

低侵襲治療用具の研究開発拠点を新設

研究開発の中核拠点は、大阪府和泉市にある商品開発研究所で

す。研究開発から試作品製作、安全性試験等の機能を備えています。

主にこの拠点を中心として、メカトロニクスからバイオ関連まで、幅広

い分野の商品開発に取り組んでいます。

機械工作室では試作品やアセンブリーセンターで

使用する製品の組立装置などを作成しています。

機械工作室

電気系の実験や基板

設計を行っています。ま

たこの部屋には、オシロ

スコープなどが備えられ

ています。

電気実験室

生物学的試験を中心

に、製品に使用される素

材の安全性試験や商品

の無菌性の確認などを

行っています。

バイオ実験室

［主力分野］
●麻酔・感染領域

［新分野］
●低侵襲治療領域

商品開発
研究所

新研究
開発拠点

かながわサイエンスパーク
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Global Business／海外

医療革新の舞台は、
世界へ。
治療の在宅化や早期治療の普及は今や医療分野における世界的な課題。当社は、メカ、

電気、医学、樹脂加工等の幅広い技術蓄積が生み出す独創的な製品によって、世界的に新

たな市場を創出し続けています。

ヨーロッパ・アジアを中心に、積極的な販売活動を行っています。まさにこれから、我々

が世界をリードしていくのです。

DAIKEN MEDICAL’s Mission／大研医器の使命

Manufacturing ／生産・製造

高品質な医療機器を
確実に届けるために。
高品質、安全性、安定的な供給が求め

られる医療機器。当社は顧客に信頼され

る製品を提供するため医療機器における

品質マネジメントシステムの国際規格で

あるISO13485等を取得しています。部

品の納入から出荷まで、自社設計による

様々な検査装置や計測機器等を使用し

て安全性や品質に関する確認を行って

いるほか、防菌防汚を徹底したクリーン

ルームも整備しています。

我々は現在の医療を見つめ
明日の医療の創造を通して
社会に貢献します。
人の「命」を守りたい。

世界中から「痛み」を無くしたい。

患者様の一日も早い「社会復帰」にお力添えをしたい。

そんな思い・志が大研医器の原点です。

社是

OO iiiaaaOceania
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完成した商品は、ガス滅菌処理を経て、性能
面や無菌状態等、品質が確保されているこ
とを検査部門が厳しくチェックしています。

セル生産方式と自社設計の製造設備で、いか
なる注文にもフレキシブルに対応します。

会長メッセージ

天から授かった生命を健康にまっとうしたいと願う。そして、より充実した人生を送りたいと願う。

だからこそ人は病気や怪我に見舞われたときに、速やかで確実な回復を望むのだと思います。

この「速やかで確実な回復」は、まず医療機関の先生方に向けられる望みです。お医者さんは、人を速

やかで確実に回復させる力があることを、どの患者さんからも期待されるのです。しかし現実には、すべ

ての患者さんが確実に回復しているわけではありませんし、療養が長期にわたることもあります。 

お医者さんの「あの時、何か手立てがあれば……」という無念さ。「今ここに、こんな手法があれば

……」という歯がゆさ。その手立てや手法をお医者さんと一緒に作り出して行くことで、医療を次の時代

へと進化させ、少しでも多くの患者さんの願いに応えたいと私たちは考えています。 

新しいものを世に送り出すときには、さまざまな予想もされなかった困難が必ずつきまとい、壁が立ち

はだかります。しかし、決して投げ出したりあきらめたりすることはいたしません。その忍耐の過程で蓄積

されるエネルギーが新たな製品を生み出す原動力、ひいては医療を進化させる力となるのです。

これからも、明日の医療の創造を通して、我々は社会に貢献してまいります。

代表取締役会長

山田　満

ISO13485:2003


